



2013 年５月 20 日
ディック・ファン・デル・メイ（シャリフ・ヒダヤトゥラ国
立イスラム大学宗教・文化研 究センター顧問）
「もっと海を！ Mehr Meer ヨーロッパで多言語世界の文学
を考える」　



















2013 年 12 月 3 日　
松田健児（慶應義塾大学）
「文学翻訳の難しさ」

























　「半自然主義者」漱石のありようを、例によって穿つがごとく浮き彫りにした柴田論文、記憶の生成とアイデンティティをめぐる両義性をはらんだ小説テクストを、ブラジル社会の実相まで視野におさ つつ、 「開かれた作品」として読み直した武田論文、十三世紀中葉、神秘家ルーミーの遺した詩作に「共感覚」的表現域を、 詩的テクスト（とりわけ比喩）生成の「参加」の様態として析出した藤井論文
─
いずれも力作であることは言うま
でもないが、編者のようにヨーロッパの文学・芸術を主たる研究対象として足掻いている者には、このどれもがみずからの研究と呼応し、あるいはそれに援用可能であると確信するものであった。　
こうした、いわばヨーロッパ研究者の予感の行き着く先をしめしてくれ
るのが、山口所員による多和田葉子とイルマ・ラクーザの対談・朗読についての報告であるだろう。　
昨秋、本研究所にて開かれた催しは、言語を起点に差異と結合と越境、
あるいは侵犯を繰り返すことで手渡される自己表出の沃野において、果敢に表現の冒険をつづけるふたりを迎えて、聴衆も巻きこんだみごとな「感覚の組織化」の実践の夕べであった。　
さて小誌次号にむけて、あらたに山口裕之氏を所長に迎える本研究所が、
いっそう充実した活動を展開することを祈りつつ、編集子として ささやかな仕事を終えることにす 。
（和田忠彦）
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